
2広報たわらもと 2014.8広報たわらもと 2014.8

町
の
文
化
遺
産
を
未
来
へ
残
す
た
め
に

唐
古
・
鍵
遺
跡
を
知
る

日
本
を
代
表
す
る
環
濠
集
落
遺
跡

　

唐
古
・
鍵
遺
跡
は
、
田
原
本
町
北
部
の

唐
古
か
ら
鍵
領
の
水
田
に
広
が
る
環
濠
集

落
遺
跡
で
、水
田
下
約
50
㌢
㍍
に
埋
も
れ
、

そ
の
面
積
は
約
42
万
平
方
㍍
（
甲
子
園
球

場
約
10
個
分
）
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
集
落

は
、
紀
元
前
４
〜
５
世
紀
に
、
稲
作
技
術

を
携
え
、
瀬
戸
内
海
か
ら
河
内
を
経
て
大

和
川
を
さ
か
の
ぼ
り
、
唐
古
か
ら
鍵
の
大

地
を
切
り
拓
い
た
人
々
の
集
落
で
す
。
ま

た
、
奈
良
県
で
は
最
も
古
く
、
そ
の
後
紀

元
３
世
紀
ま
で
の
長
期
に
わ
た
っ
て
栄
え

た
中
核
的
な
集
落
で
す
。

　

こ
の
集
落
は
、
奈
良
盆
地
の
低
地
に
立

地
す
る
た
め
、
洪
水
な
ど
の
災
害
へ
の
備

え
と
、
敵
か
ら
の
防
御
や
水
運
と
し
て
の

役
目
を
兼
ね
て
、
集
落
の
周
り
に
強
固
な

環
濠
が
５
〜
６
条
も
掘
削
さ
れ
ま
し
た
。

環
濠
の
内
部
で
は
、
床
面
積
が
畳
50
畳
分

も
あ
る
大
型
建
物
跡
２
棟
や
高
床
倉
庫
、

竪
穴
住
居
、
2
0
0
基
以
上
の
井
戸
な
ど

が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
最
盛
期
に
は
最
低

で
も
5
0
0
人
以
上
（
最
も
多
く
推
定
す

る
研
究
者
で
は
1
0
0
0
人
）
の
人
々
が

暮
ら
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
集
落
の
特
徴
は
、
単
な
る
農
村
で

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
も
の
づ
く
り
」
を

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
日
常
的
な
土
器
、

鍬く
わ

や
鋤す

き

な
ど
の
木
製
農
具
、
狩
猟
・
戦
闘

用
の
石せ

き
ぞ
く鏃
や
石
剣
な
ど
の
石
器
、
釣
針
や

縫
針
な
ど
の
骨
角
製
品
、
機
織
り
、
わ
ら

や
か
ご
細
工
、
祭さ

い
し祀
用
の
銅ど

う
た
く鐸
や
銅ど

う
か戈
な

ど
の
青
銅
器
な
ど
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
原
材

料
・
製
作
途
中
品
・
製
品
が
出
土
し
、
交

通
の
要
所
に
立
地
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

ら
の
物
流
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
も

つ
集
落
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
弥
生
時
代
で
は
例
の
な
い
ヒ
ス

イ
大
形
勾ま

が
た
ま玉
や
楼
閣
絵
画
土
器
な
ど
が
出

土
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
集
落
が
「
富
と

権
力
」
を
有
す
る
弥
生
時
代
最
大
級
の
遺

跡
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
ま
で
遺
跡
が
守
ら
れ
て
き
た
こ
と

は
珍
し
い
こ
と
で
、
唐
古
と
鍵
の
人
た
ち

が
水
田
と
し
て
営
ん
で
き
た
お
か
げ
で

す
。
そ
し
て
、
本
町
が
全
国
に
向
け
て
誇

れ
る
国
民
的
財
産
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

日
本
の
弥
生
時
代
を
代
表
す
る
環か

ん
ご
う濠
集
落
遺
跡
で
あ
る
唐
古
・
鍵
遺
跡
。
こ
の
遺

跡
を
総
合
的
に
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
「
唐
古
・
鍵
遺
跡
の
保
存
と
活
用
を

支
援
す
る
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、こ
の
会
の
活
動
内
容
や
平
成
30
年
に
開
園
予
定
の
（
仮
称
）
唐
古
・

鍵
遺
跡
史
跡
公
園
の
整
備
状
況
も
踏
ま
え
、
今
一
度
、
唐
古
・
鍵
遺
跡
の
魅
力
を
紹

介
し
ま
す
。

問問　

文
化
財
保
存
課
☎

　

文
化
財
保
存
課
☎
3232
・・
4
4
0
4

4
4
0
4
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唐古・鍵遺跡を知る

▲工事が進む唐古・鍵遺跡

▲（仮称）唐古・鍵遺跡史跡公園の完成予想図

唐
古
・
鍵
考
古
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を

紹
介第

1
室

　

環
濠
外
部
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
ム
ラ
周
辺

の
環
境
と
生
業
活
動
、
周
辺
地
域
と
の
交

流
や
戦
い
、
死
や
カ
ミ
へ
の
い
の
り
を

テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

第
2
室

　

第
２
室
で
は
、
土
器
・
木
器
・
青
銅
器
・

石
器
や
機
織
り
な
ど
、
弥
生
時
代
の
手
工

業
生
産
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
ム
ラ

の
中
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
映
像
を
大
型
ス
ク

リ
ー
ン
で
上
映
し
て
い
ま
す
。

第
3
室

　

田
原
本
の
約
１
万
年
に
わ
た
る
歴
史
を
、

考
古
資
料
を
通
じ
て
概
観
し
ま
す
。
国
の

重
要
文
化
財
「
牛う

し
が
た
は
に
わ

形
埴
輪
」
な
ど
、
特
に

古
墳
時
代
の
埴
輪
に
は
優
品
が
多
く
み
ら

れ
ま
す
。

▲唐古・鍵考古学ミュージアム

8
月
中
は
観
覧
無
料
で
す

　

家
庭
で
の
節
電
対
策
と
し
て「
唐
古
・

鍵
考
古
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
こ
の
機
会
に
郷
土
の
文
化

財
を
知
る
機
会
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
団
体
で
ご
来
館
の
際
は
、
事
前
に

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

期
間　

８
月
1
日
㈮
〜
31
日
㈰

開
館
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

※
月
曜
日
は
休
館

問　

唐
古
・
鍵
考
古
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
青
垣
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
2
階
）
☎

34
・
7
1
0
0

展示案内

代表的な
展示物を
紹介

（
仮
称
）
唐
古
・
鍵
遺
跡
史
跡
公
園

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す

　

平
成
11
年
の
国
史
跡
の
指
定
を
受
け
、

町
で
は
史
跡
の
保
存
と
公
園
整
備
の
た
め

に
史
跡
地
の
公
有
化
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
公
有
化
の
め
ど
が
つ
い
た
平
成

21
年
か
ら
は
、
公
園
化
に
向
け
た
盛
土
造

成
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

唐
古
・
鍵
遺
跡
史
跡
公
園
は
、
弥
生
時

代
の
「
風
景
」
の
再
現
と
「
出
来
事
」
を

体
験
で
き
る
場
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
の
成
果
に
基
づ

き
、
公
園
内
に
は
ム
ラ
を
囲
ん
で
い
た
環

濠
（
大
溝
）
を
復
元
し
た
り
、
当
時
の
植

生
を
再
現
し
た
り
し
ま
す
。

　

公
園
入
口
付
近
の
遺
構
展
示
館
で
は
、

発
掘
調
査
で
見
つ
か
っ
た
大
型
建
物
跡
の

発
掘
状
況
を
型
取
り
し
た
実
寸
模
型
や
柱

を
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
唐
古
池
南
側
に
は
、
弥
生
時
代

の
く
ら
し
の
体
験
や
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
る

広
場
を
設
け
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
唐
古
池
東
側
の
復
元
環
濠

な
ど
本
格
的
な
公
園
整
備
工
事
に
着
手
し

ま
す
。

　

公
園
が
皆
さ
ん
に
と
っ
て
歴
史
や
自
然

を
学
び
、
憩
い
の
場
と
な
る
と
と
も
に
、

町
の
新
た
な
観
光
の
拠
点
と
な
る
よ
う
、

平
成
30
年
の
開
園
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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▲火熾し体験

▲復元した土器を使った赤米炊飯

「
唐
古
・
鍵
遺
跡
の
保
存
と
活
用
を
支
援
す
る
会
」
と
の
連
携▲例年 10 月に見ごろを迎えるコスモス

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

私
た
ち
の
活
動
は
、
ど
な
た
で
も

入
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。
活
動
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
人
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

年
会
費　

２
０
０
０
円

問
・
申
込　

唐
古
・
鍵
遺
跡
の
保
存

と
活
用
を
支
援
す
る
会
事
務
局
（
☎

０
９
０
・
９
２
５
７
・
３
６
８
８
／

karakokagijim
ukyoku@

sw
an.ocn.

ne.jp

）
へ
電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
。

唐
古
・
鍵
遺
跡
の
保
存
と
活
用
を

支
援
す
る
会
と
は
？

　

平
成
16
年
4
月
10
日
に
「
唐
古
・
鍵
遺

跡
の
保
存
と
活
用
を
支
援
す
る
会
」（
愛

称
「
唐
古
・
鍵
支
援
隊
」）
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
唐
古
・
鍵
支
援
隊
は
、
唐
古
・
鍵

遺
跡
の
保
存
と
活
用
を
通
じ
て
、
地
域
社

会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
自
発

的
な
意
志
に
よ
っ
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
次
の
活
動
を
通
じ
て
、
唐
古
・

鍵
遺
跡
の
歴
史
や
文
化
な
ど
に
理
解
と
愛

着
を
深
め
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
内
容

小
学
校
の
総
合
的
な
学
習
の
支
援

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
小
学
6
年
生
の
総

合
的
な
学
習
の
時
間
に
地
域
の
歴
史
を
体

験
を
通
し
て
学
ん
で
も
ら
い
た
い
と
の
思

い
で
始
ま
り
ま
し
た
。
内
容
は
「
唐
古
・

鍵
考
古
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
見
学
」「
火

熾お
こ

し
」「
脱
穀
」「
復
元
し
た
土
器
を
使
っ

た
赤
米
炊
飯
」「
勾
玉
・
土
器
作
り
」「
土

器
の
野
焼
き
」
な
ど
で
す
。
文
化
財
保
存

課
の
職
員
と
一
緒
に
会
員
が
学
校
に
出
向

い
て
体
験
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

火
熾
し
で
は
、
児
童
か
ら
「
火
を
熾
す

の
は
難
し
か
っ
た
け
ど
、
弥
生
時
代
の
人

た
ち
の
大
変
さ
を
実
感
し
ま
し
た
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
年
2
月
ご
ろ
、
授
業
で
製
作

し
た
作
品
や
新
聞
を
作
っ
て
の
発
表
展
示

会
を
、
青
垣
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
っ

て
い
て
、
総
合
的
な
学
習
の
成
果
の
ま
と

め
と
し
て
い
ま
す
。

　

歴
史
体
験
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に

ふ
る
さ
と
田
原
本
を
大
切
に
思
う
心
や
誇

り
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。遺

跡
清
掃
活
動
な
ど

　

年
に
2
回
、
遺
跡
清
掃
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
が
実
施
し
て
い
る
遺

跡
の
コ
ス
モ
ス
の
栽
培
活
動
も
行
っ
て
い

ま
す
。
7
月
の
種
ま
き
か
ら
10
月
の
開
花

ま
で
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

も
の
づ
く
り
教
室

　

こ
の
教
室
は
、
小
学
校
の
総
合
的
な
学

習
の
勾
玉
・
土
器
作
り
の
材
料
の
準
備
、

火
熾
し
・
脱
穀
・
炊
飯
の
道
具
の
製
作
と

改
良
・
修
理
や
補
充
を
し
た
り
、
イ
ラ
ク

サ
か
ら
糸
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
が
勾
玉
・
土
器
作
り
、
火
熾

し
・
脱
穀
・
炊
飯
な
ど
を
体
験
で
き
る
の

は
、
唐
古
・
鍵
支
援
隊
の
協
力
が
あ
っ
て

の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
唐
古
・
鍵
支
援
隊
と
連

携
し
、
田
原
本
に
愛
着
を
深
め
る
教
育
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
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唐古・鍵遺跡を知る

▲ものづくり教室で土器作りの材料を準備する唐古・鍵支援隊。小学生が土器作りなどを体験できるのは唐古・鍵支援隊の協力があっ
てのことです。

　

唐
古
・
鍵
遺
跡
は
、
日
本
考

古
学
（
特
に
弥
生
期
）
の
礎
を

築
い
た
重
要
な
遺
跡
だ
と
思
い

ま
す
。

　

日
本
考
古
学
の
黎れ

い
め
い
き

明
期
で
あ

る
昭
和
11
・
12
年
の
唐
古
池
発

掘
調
査
（
第
1
次
調
査
）
で
、

金
属
器
の
使
用
、
稲
作
の
痕
跡
、

弥
生
土
器
と
い
っ
た
弥
生
時
代

の
三
大
文
化
要
素
が
ま
と
ま
っ

て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
発

掘
資
料
を
も
と
に
、
採
集
生
活

を
送
っ
て
い
た
縄
文
時
代
と
異

な
っ
た
「
弥
生
時
代
」
と
い
う

社
会
が
確
定
さ
れ
、
さ
ら
に
鉄

器
の
使
用
を
背
景
に
稲
作
を
中

心
と
し
た
生
産
力
の
拡
大
に

よ
っ
て
、
古
墳
期
へ
の
移
行
を

可
能
と
し
た
と
す
る
弥
生
史
観

が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
戦
後
一
貫
し
て
持

続
さ
れ
て
い
た
弥
生
史
観
も
、

現
在
は
見
直
し
を
含
め
、
活
発

な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
過
程
の
中
で
、
従
来
に
も

増
し
て
唐
古
・
鍵
遺
跡
の
考
古

資
料
は
重
要
な
意
味
合
い
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ

う
な
考
古
学
上
、
重
要
な
価
値

を
有
す
る
唐
古
・
鍵
遺
跡
を
訪

れ
る
人
は
、
日
本
考
古
学
の
原

点
に
対
す
る
憧
れ
を
お
持
ち
だ

と
思
い
ま
す
。私
た
ち
は
唐
古
・

鍵
遺
跡
の
持
っ
て
い
る
価
値
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
、
唐
古
・
鍵
支
援
隊

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

唐
古
・
鍵
支
援
隊
は
、
現
在

64
人
の
会
員
で
構
成
さ
れ
、
も

の
づ
く
り
教
室
、
小
学
校
の
総

合
的
な
学
習
の
支
援
、
唐
古
・

鍵
考
古
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
ガ

イ
ド
や
遺
跡
清
掃
活
動
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
唐
古
・
鍵
遺
跡
史

跡
公
園
の
活
用
に
つ
い
て
も
積

極
的
に
支
援
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

唐古・鍵遺跡の保存と活用を支援

する会（唐古・鍵支援隊）事務局

井上　知章さん

唐古・鍵遺跡の持っている価値を
多くの人に知ってもらいたい

唐
古
・
鍵
支
援
隊
に
唐
古
・
鍵
遺
跡
の
魅
力
を
聞
き
ま
し
た

Inoue　Tomoaki
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6広報たわらもと 2014.8広報たわらもと 2014.8

遺
跡
有
無
確
認
踏
査
願

不
要

不
要

遺
跡
発
見
の
届
出

遺
跡
の
確
認

埋
蔵
文
化
財
発
掘
届
出
書

発
掘
調
査

慎
重
工
事

工
事
立
会試

掘
調
査

遺
跡
外

遺
跡
内

踏　

査

審　

査

通　

知

届
出
後
の
流
れ

遺跡で
ない場合

遺跡で
ある場合

開発面積が
1万m² 以下

開発面積が
1万m² 超

工
事
着
工

調
査
な
ど

遺構・遺物
がない

遺構・遺物
がある

本
調
査

工
事
着
工
・
保
存

な
ぜ
「
遺
跡
」
だ
と
分
か
る
の
？

　

田
原
本
町
に
は
唐
古
・
鍵
遺
跡
の
他
に

も
数
多
く
の
遺
跡
（
周
知
の
埋
蔵
文
化
財

包
蔵
地
）
が
あ
り
、
平
成
26
年
６
月
現
在

で
、
約
1
7
0
ヵ
所
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
遺
跡
は
水
田
の
下
約
50
㌢
㍍

に
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
田
の
耕
起
な
ど

に
よ
っ
て
土
器
片
が
地
表
に
散
布
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
地

表
の
土
器
を
確
認
す
る
こ
と
で
遺
跡
の
範

囲
や
時
代
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
工
事
を
行
っ
た
際
に
遺
物
が
見
つ

か
り
、
新
た
に
遺
跡
で
あ
る
と
判
明
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
、
小
字
名

や
地
割
り
な
ど
に
よ
り
遺
跡
の
存
在
を
推

定
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

遺
跡
は
失
わ
れ
た
歴
史
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
の
大
切
な
財
産
で
す
。

工
事
の
前
に
遺
跡
の
確
認
を
！

1　

町
内
で
工
事
を
す
る
前
に

　

個
人
・
共
同
住
宅
な
ど
の
建
築
工
事
・

造
成
な
ど
の
土
木
工
事
を
行
う
前
に
、
予

定
地
が
遺
跡
内
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

奈
良
県
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
奈
良
県
遺

跡
地
図
W
E
B
」
で
確
認
。

※
遺
跡
範
囲
内
に
あ
た
る
か
不
明
な
場
合

　

や
近
接
す
る
場
合
は
、
必
ず
町
文
化
財

　

保
存
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

町
文
化
財
保
存
課
へ
直
接
・
電
話
・

F
A
X
な
ど
で
確
認
。

※
町
文
化
財
保
存
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
の

　

場
合
は
、
予
定
地
の
地
図
を
ご
用
意
く

　

だ
さ
い
。

2　

遺
跡
内
の
場
合
は
、
届
出
を
！

 
遺
跡
内
の
場
合

　

工
事
着
手
60
日
前
ま
で
に
左
記
書
類
を

各
3
部
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
埋
蔵
文
化
財
発
掘
届
出
書
（
様
式
は
町

　

文
化
財
保
存
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
は
、

　

県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

し
て
く
だ
さ
い
）

❷
位
置
図（
縮
尺
2
5
0
0
分
の
1
程
度
）

❸
平
面
図
（
建
築
配
置
図
な
ど
）

❹
設
計
図
（
基
礎
伏
図
な
ど
）

❺
土
地
所
有
者
の
承
諾
書
（
届
出
者
と
土

　

地
所
有
者
が
異
な
る
場
合
）

 

周
知
の
遺
跡
外
で
、
開
発
面
積
が
一
万

平
方
㍍
を
超
え
る
場
合

　

遺
跡
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
す

の
で
「
遺
跡
有
無
確
認
踏
査
願
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

3　

届
出
後
は
？

　

県
教
育
委
員
会
が
審
査
し
、
左
記
の
判

断
を
し
ま
す
。

 

慎
重
工
事
↓
慎
重
に
工
事
を
し
、
遺
物

な
ど
が
出
土
し
た
場
合
は
速
や
か
に
町

文
化
財
保
存
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

 

工
事
立
会
↓
町
文
化
財
保
存
課
職
員
が
、

掘
削
工
事
時
に
立
ち
会
い
ま
す
。

 

発
掘
調
査
↓
県
・
町
文
化
財
保
存
課
と

申
請
者
の
間
で
協
議
し
、
工
事
前
に
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
後
工
事
に
着

手
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
調
査
の
際

特
に
重
要
な
発
見
が
あ
っ
た
と
き
は
、

遺
構
の
保
存
の
た
め
に
再
度
協
議
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
出
土
遺
物
は
県
か
ら
文
化
財
の
認
定
を

　

受
け
、
整
理
作
業
を
行
い
ま
す
。
そ
の

　

後
、
町
が
保
管
し
、
活
用
し
ま
す
。

※
費
用
に
つ
い
て

 

非
営
利
的
な
場
合
（
個
人
住
宅
な
ど
）

…
公
費
で
負
担

 

営
利
的
な
場
合
（
店
舗
、
宅
地
分
譲
な

ど
）
…
事
業
者
負
担

新
た
な
遺
跡
を
発
見
し
た
ら
…

　

工
事
中
に
、
遺
跡
や
遺
物
を
発
見
し
た

場
合
、
工
事
を
中
断
し
、
現
状
を
変
え
な

い
よ
う
注
意
し
て
す
ぐ
に
町
文
化
財
保
存

課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
・
提
出
先　

町
文
化
財
保
存
課
（
☎

32
・
4
4
0
4
／
FAX
34
・
0
5
2
2
）

工
事
前
に
は
遺
跡
の
確
認
が
必
要
で
す
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唐古・鍵遺跡を知る
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